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済生会
新泉南病院

内科・外科・整形外科
放射線科・循環器内科・婦人科

リハビリテーション科

TEL.072-480-5618（代表）

〒590-0535
大阪府泉南市りんくう南浜3番7号

TEL.072-480-5622
（健診センター直通）

有限会社
ホームヘルプサービス

● 介護事業 　● 看護事業
● 保育事業 　● 飲食事業
安心できるみらいを

私たちにお任せください

TEL（072）480-0305
〒590-0521 泉南市樽井5丁目39-3

健康管理センター

URL.https://saiseikaisennan.jp

※指定居宅サービス事業所

○各種介護用品販売
　（ポータブルトイレ、シルバーカー、
　　紙おむつ etc）
○各種介護用品レンタル
　（ベッド、車イス etc）
○障害者・高齢者用住まいの
　増改築

■泉南事務所
　〒598-0091
　大阪府泉南郡田尻町嘉祥寺1014
     TEL（0800）200-2062

■本　社
　〒590-0805 岸和田市田治米130-9
     TEL（072）441-6696
     FAX（072）441-1299

【  営  業  品  目  】

【１】法人関係
　①理事会の開催
　②評議員会の開催
　③部会・委員会の開催
　④監事の監査
　⑤福祉と人権に関する取り組みの推進

【２】財政関係
　①社協賛助会員の増強
　②組織構成会員の増強
　③共同募金・歳末たすけあい運動の強化促進
　④収益事業の強化検討
　⑤善意銀行事業の強化促進
　⑥各基金の増強

【３】地区福祉委員会活動事業
　①小地域ネットワーク活動の強化
　②地区福祉委員会活動の活性化
　③地区福祉委員（地域ボランティア）の養成
　④福祉協力校との連携
　⑤地区福祉活動研修会の開催
　⑥地区福祉委員長会の開催
　⑦小・中学生ボランティアの育成
　⑧発達の気になる親子のサロン（未就学児）の開催
　⑨福祉施設連絡会との連携
　⑩社協災害救援マニュアルに基づく連携

【４】ボランティアセンター事業
　①ボランティアセンターの機能強化
　②ボランティアの発掘育成及び需給調整
　③次世代ボランティアの育成
　④ＮＰＯ・市民活動団体との連携に向けたネットワー

ク化構築の検討
　⑤「ボランティアセンターだより」の発行（年４回　

全戸配布）
　⑥ボランティア講座及び研修会の開催
　⑦ボランティア活動に関する情報の収集及び啓発
　⑧ボランティア通信「すまいる」の発行（登録者・公

共施設へ）
　⑨ボランティアセンター　SNSの充実
　⑩ボランティア連絡協議会所属グループの支援
　⑪ボランティアセンター個人登録者の交流会の開催
　⑫福祉教育の理解の向上
　⑬災害ボランティア事前登録事業の強化
　⑭社協災害救援マニュアルに基づく連携

【５】日常生活自立支援事業（府社協受託事業）
　①関係機関との連携
　②ケース検討会議の開催
　③日常生活自立支援事業の啓発
　④日常生活自立支援事業の体制強化

【6】障害者相談支援事業（市受託事業）　　
　①せんなんピアセンターの機能強化
　②ピアカウンセリング（当事者による相談）の実施
　③障害者の地域生活に関するネットワークへの参画
　④障害者の地域生活支援に関する情報の収集及び

啓発

　⑤小学生・中学生への体験事業の推進
　　（点字器・車イス体験セット・アイマスク・擬似

体験セット）
　⑥関係機関との連携
　⑦障害者理解を推進するための啓発活動
　⑧障害支援区分認定調査の実施
　⑨障害者総合支援法に基づくサービス等利用計画

（ケアプラン）の作成

【7】地域福祉対策事業
　①ひとり暮らし高齢者給食サービス事業
　②ひとり暮らし高齢者おせち料理配食サービス事業
　③寝たきり高齢者見舞品事業
　④歳末見舞金事業
　⑤車イス貸出事業
　⑥当事者組織の活動支援
　⑦移送サービス事業（リフトカー）

【８】総合対策事業
　①居場所づくり事業（niccotにこっと）
　②フードドライブ事業
　③健康増進事業
　　（ウォーキング・ハイキング・グラウンドゴルフ）
　④ひとり親家庭レクリエーション事業
　⑤ひとり親家庭義務教育入学祝金事業

【９】生活福祉対策事業
　①大阪府生活福祉資金の貸付・償還・指導
　②貸付調査委員会の開催

【10】総合相談事業
　①心配ごと相談の実施
　　（毎週木曜日　午前９時から１２時）
　②社会保険労務士による年金相談の実施
　　（毎月第４月曜日　午後１時３０分から３時３０分）
　③相談事業の啓発

【11】啓発・宣伝事業
　①「社協せんなん」の発行（年４回　全戸配布）
　②社協活動の啓発・宣伝
　③社協ホームページ・SNSの充実
　　（Facebook・Twitter・Instagram含む）

【12】連絡・調整事業
　①各種団体との連携
　②他市社協との連絡調整
　③関係機関・施設との連携

【13】調査・企画事業
　①先進社協活動の調査・検討
　②新規事業の企画・立案

【14】福祉施設連絡会の運営
【15】引きこもり支援体制の検討
【16】社協災害救援マニュアルに基づく連携
【17】災害時支援体制システム構築への参画
【18】新規委託事業等に関する対応の検討
【19】現行事業の成果検討
【20】その他本会の目的達成に必要な事業

社会福祉協議会予算（単位：千円）

支出の部支出の部収入の部収入の部

介護福祉施設 　
特別養護老人ホーム

小規模多機能型居宅介護

1日体験お気軽に
ま
で

個別対応の無料相談会あります！
お気軽にご利用ください（要予約）

行政書士　社会保険労務士

りんくう法務事務所

TEL 072-458-1055
（受付時間　平日10時～17時）

〒598-0051 泉佐野市新町1丁目4-8

相続  遺言  贈与
会社設立  建設業許可
社会保険  労働保険

令和4年度 

令和4年度　社会福祉協議会　事業内容

（１）第４次地域福祉活動計画の実践
（２）小地域ネットワーク活動の強化推進
（３）ボランティアセンターの機能強化
（４）福祉施設連絡会の運営
（５）自主財源の強化と基金の増強
（６）社協災害援護マニュアルの見直し各種団体との連携

あなたの特技や知識を活かしませんか？

社会保険労務士による「年金相談」

　泉南市社会福祉協議会では、みんなの居場所づくり「niccot」や地域のサロ
ンなどで活躍していただける講師を募集します。
　仕事や趣味で培った経験・知識・技術を活かしませんか。
※niccotとは、年齢・性別関係なく、だれでもが集まれる場所です♪
　たくさんの方にご参加いただき、和気あいあいとしたくつろぎの場になるこ 
　とを目指しています。

4 月の総会をもって解散となりました。
会はなくなりますが、介護をされている方の中で、介護に伴う悩み等を誰かに聞いてもらいた
い方がおられましたら、相談できる機会は今後も設けます。
希望される方は、泉南市社会福祉協議会までご連絡下さい。

問合先　　泉南市社会福祉協議会　電話 472-1027　FAX 482-1618

　障がいのある方や高齢の方、夫を亡くした妻等、年金の手続き方法等、社会保
険労務士が相談に応じる「年金相談」をおこなっています。
　お困りの方やこんなときはどうすれば？と思っている方がございましたら、お
気軽にお問い合わせください。
　日　　時　　毎月第４月曜日　午後１時30分～3時30分
　場　　所　　あいぴあ泉南１階　相談室１
　＊相談は予約制です。予約は随時受け付けます。相談時間はお一人60分間です。
　　相談の際は年金加入歴・傷病歴がわかるもの等、必要書類をご用意して下さい。

　連絡先　せんなんピアセンター　TEＬ 482-0114　FAX  482-2117

収入
114,392

経常経費
　補助金収入
　　65,939

会費収入　2,554

事業収入　
2,643

寄附金収入　500

受託金収入　　
　28,331

積立資産取崩収入
1,300

負担金・
その他収入

982

繰越金
12,143 支出

114,392

法人運営事業
26,157

地区福祉委員会
活動推進事業

12,540

ボランティア活動事業
6,274

地区福祉委員会
活動推進事業

11,955

在宅福祉活動
推進事業　427善意銀行・基金運営・

共同募金配分金事
 　　　　　6,859

福祉サービス
利用援助事業

23,975

資金貸付
事業

3,094

予備費等
18,841

相談支援
事業
17,047

ボランティア活動事業
6,037

令和4年度
社会福祉協議会
《重点目標》

明日へつなぐ会　お知らせ

共同募金配分申請受付共同募金配分申請受付共同募金配分申請受付令和4年度

令和5年度 事業対象
　大阪府内でおこなう民間社会福祉事業、更生保護事
業、その他社会福祉を目的とする事業をおこなう法人・
団体に対する配分申請を受付けます。

大阪府共同募金会　
TEL 06－6762－8717 FAX 06－6762－8718
メール　ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp
（件名に「配分申請について」と明記して下さい）

（重点配分テーマ）
　重点配分テーマを『障がい児・者の福祉の増進』とし、障がい
児・者を支援する事業に対して積極的に助成する。
　また、全国共通テーマである「地域から孤立をなくそう」に関わ
る事業をはじめ、
コロナ禍により福祉課題も多様化している状況に鑑み、「つながり
をたやさない社会づくり」に重点を置き、新型コロナ感染防止策を
講じながら活動する方法などをポストコロナに向けた社会づくりへ
の支援といった先進的な事業も「重点助成テーマ」とします。

①令和4年5月2日（月）～5月20日（金）まで
 ＊詳しくは大阪府共同募金会ホームページ参照

対　象

問い合わせ

重点配分テーマ
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役
割
を
再
度
認
識

子
育
て
サ
ロ
ン「
す
な
っ
き
ー
ず
」に

『
サ
ン
タ
さ
ん
』が
や
っ
て
き
た
！

雄
信
地
区

　
昨
年
10
月
中
旬
か
ら
、
や
っ
と

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え
出
し
た

ら
、
正
月
明
け
か
ら
は
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
が
急
激
に
蔓
延
し
て
き
ま

し
た
。
毎
朝
5
〜
6
㎞
散
歩
に
行

く
の
で
す
が
、
途
中
広
が
る
の
は

田
園
風
景
と
旧
村
の
街
中
。
今
は

か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
司
馬
遼
太
郎
が
言
っ
て
い
る

日
本
で
最
高
水
準
の
泉
州
瓦
の
家

を
見
な
が
ら
、
ひ
と
り
思
い
に
ふ

け
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
に
一
人
二

人
出
会
う
程
度
で
す
が
、
最
近
は

皆
マ
ス
ク
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
な
り
手

の
少
な
い
中
、
今
年
は
一
斉
改
選

の
年
。
あ
る
資
料
に
よ
る
と
、
こ

の
名
称
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人

は
約
70
％
、
し
か
し
活
動
内
容
を

知
っ
て
い
る
人
の
割
合
は
、
10
％

未
満
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
も
っ
と
P
R
、
情
報
発
信
の

必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

　
身
内
に
孫
が
誕
生
し
ま
し
た
。

蛙
の
よ
う
に
開
い
た
脚
を
動
か
し

な
が
ら
、
虚
ろ
な
瞳
で
あ
ー
・

え
ー
、
あ
る
時
は
瞳
を
バ
ッ
チ
リ

あ
け
、
う
ー
・
お
ー
と
綺
麗
な
喃

語
を
発
す
る
よ
う
に
な
り
、
民
生

委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
地
区
福

祉
委
員
と
し
て
、
又
ジ
イ
ジ
と
し

て
の
役
割
を
再
度
確
認
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。（

雄
信
地
区
福
祉
委
員
）

砂
川
地
区

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
早
や
二
年

が
過
ぎ
、
子
育
て
サ
ロ
ン
「
す

な
っ
き
ー
ず
」
は
思
う
よ
う
に
開

催
で
き
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
不
自

由
な
生
活
を
余
儀
な
く
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
昨
年
末
頃
コ
ロ
ナ

も
少
し
落
ち
着
い
た
の
で
、
換

気
・
検
温
・
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用

等
の
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、

十
一
月
に
「
す
な
っ
き
ー
ず
」
を

再
開
さ
せ
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
子
ど
も
た

ち
は
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
元
気
な

声
で
「
お
は
よ
う
」
と
言
っ
て
部

屋
に
入
り
、
遊
具
や
お
も
ち
ゃ
で

の
び
の
び
遊
び
始
め
ま
し
た
。

そ
の
姿
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
同

「
ホ
ッ
」
と
一
安
心
し
ま
し
た
。

　
12
月
早
々
、
一
足
早
く
「
ク
リ

ス
マ
ス
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

少
人
数
で
し
た
が
、
保
護
者
の
方

が
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
で
綺
麗
に
飾

無
償
の
愛

東
地
区

　
私
が
物
心
つ
い
た
頃
（
3
歳
く

ら
い
）、祖
父
母
は
下
に
も
置
か
ず
、

う
で
の
上
で
可
愛
が
ら
れ
、
ま
る

で
宝
石
を
さ
わ
る
様
に
育
て
ら
れ

た
と
近
所
の
人
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　
小
学
校
入
学
か
ら
3
年
間
は
、

祖
母
に
背
負
っ
て
も
ら
い
学
校
に

行
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
祖
母
は

学
校
が
終
わ
る
ま
で
教
室
の
後
ろ

で
待
っ
て
い
て
く
れ
、
私
を
お

ぶ
っ
て
家
に
帰
る
毎
日
で
し
た
。

祖
母
が
い
つ
も
言
っ
て
い
た
言
葉

は
「
目
の
中
に
入
れ
て
も
痛
く
な

い
」
そ
の
く
ら
い
可
愛
が
っ
て
育

て
て
も
ら
っ
た
祖
母
に
私
は
、
10

分
の
１
も
恩
返
し
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
結
婚
後
も
お
金
が
な
く
て
困
っ

て
い
る
時
、
祖
母
が
来
て
お
金
を

置
い
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ

と
で
聞
い
た
話
で
す
が
、
祖
母
は

工
場
で
朝
5
時
〜
夜
7
時
ま
で
働

り
つ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
・
紙
芝
居
を
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　
そ
こ
へ
♪
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
♪
が
や
っ
て
き
て

一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

し
て
く
れ
ま
し
た
。
突
然
の
サ
ン

タ
さ
ん
登
場
に
み
ん
な
び
っ
く
り

や
ら
、
嬉
し
い
や
ら
で
場
内
は
大

歓
声
で
す
。

　
不
安
な
毎
日
の
中
、
笑
顔
の
子

ど
も
た
ち
と
、
心
温
ま
る
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
楽
し
ん
だ
ひ
と
と
き
で

し
た
。

　
ま
た
、
最
近
変
異
株
の
コ
ロ
ナ

が
流
行
り
出
し
、
再
度
子
育
て
サ

ロ
ン
は
休
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
く
通
常
の
生
活
に
戻
り
、
ふ
た

た
び
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
が

で
き
る
日
を
願
い
、
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。（

砂
川
地
区
福
祉
委
員
）

社 協 せ ん な ん

［注］電子ゲーム機など修理できない場合もありますのでご了
　　  承下さい
☆壊れたおもちゃのカタログ、部品などがあれば持って来て
　下さい
☆原則無料ですが、電池など材料費は実費をいただきす。
☆診断してすぐに直せない場合もあります。
　その時は入院（おあずかり）して対応することになります。

泉南おもちゃの病院診察のお知らせ泉南おもちゃの病院診察のお知らせ泉南おもちゃの病院診察のお知らせ

日　時　5 月 28日（土）  ・  6 月 25日（土）
　　　　7 月 23日（土）  ・  8 月 27日（土）

おもちゃ診察の受付時間は、午後２時30分までになります

場　所　泉南市総合福祉センター（あいぴあ泉南）1Ｆ　
            社会適応訓練室

問合先

ココロのふれあいの集い
～交流でつなぐ人とまち～

　いろんな世代の人々が「気軽に話せる場所」と
して、毎月2回オープンしています。
　障がいのある方（家族の方）、障がいのある方
を理解して下さる方、お気軽にご参加ください。

と　き　毎月第1・3土曜日　
　　　　5月は7日・21日・6月は4日・18日
　　　　7月は2日・16日・8月は6日・20日

＊広報発行時での予定となりますので、新型コ
ロ　ナウイルスの影響がある場合は、中止する
こと　もあります。ご了承下さい。

参加費  無料
申込み 不要

おもちゃの修理に興味あるメンバーを募集しています。
特に弱電（ＩＣ・Ｔｒ等）が得意な人を探しています
＊広報発行時での予定となりますので、新型コロナウイ
   ルスの影響がある場合は、中止することもあります。
　ご了承下さい。

　午前10時～午後3時

主　催　泉南市社会福祉協議会　
協　力　NPO法人 はぁとの会
問合先　泉南市社会福祉協議会　
　　　　TEL 482－1027
　　　　はぁとの会　
　　　　TEL 471－6040
　　　　　　 080-4076-8138（根来）

午前10時～12時

泉南市社会福祉協議会　TEL 482－1027

場　所　あいぴあ泉南　3Ｆ　団体活動室３

こわれたおもちゃの修理します！

診察にあたってのお願い
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◎令和4年2月～◎

■ 連絡先   
泉南市社会福祉協議会   TEL482－1027

《金銭預託》〈順不同・敬称略〉
（福祉基金）　●  ストライクス泉南店　　　　10,000円
　　　　　　　　　　●  匿　　名　　 　　　　　　 20,000円
　　　　　　　　　　●   泉南グラウンドゴルフ協会　7,500円／5,650円
　（善意銀行）  ●  匿　　名 　　　　　　　　　 1,224円
《物品受託》
　　●  一般社團法人　國際文教慈善基金會　
　　　　  代表理事　田畑　素子　　　　消毒液120本
　　　　（代理）宗教法人真佛宗日本總本山　住吉雷蔵寺

　　　　　　　    　住職　釋蓮花　静香　上師　　　　　　
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善意の預託
ありがとうございました
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済生会
新泉南病院

内科・外科・整形外科
放射線科・循環器内科・婦人科

リハビリテーション科

TEL.072-480-5618（代表）

〒590-0535
大阪府泉南市りんくう南浜3番7号

TEL.072-480-5622
（健診センター直通）

有限会社
ホームヘルプサービス

● 介護事業 　● 看護事業
● 保育事業 　● 飲食事業
安心できるみらいを

私たちにお任せください

TEL（072）480-0305
〒590-0521 泉南市樽井5丁目39-3

健康管理センター

URL.https://saiseikaisennan.jp

※指定居宅サービス事業所

○各種介護用品販売
　（ポータブルトイレ、シルバーカー、
　　紙おむつ etc）
○各種介護用品レンタル
　（ベッド、車イス etc）
○障害者・高齢者用住まいの
　増改築

■泉南事務所
　〒598-0091
　大阪府泉南郡田尻町嘉祥寺1014
     TEL（0800）200-2062

■本　社
　〒590-0805 岸和田市田治米130-9
     TEL（072）441-6696
     FAX（072）441-1299

【  営  業  品  目  】

【１】法人関係
　①理事会の開催
　②評議員会の開催
　③部会・委員会の開催
　④監事の監査
　⑤福祉と人権に関する取り組みの推進

【２】財政関係
　①社協賛助会員の増強
　②組織構成会員の増強
　③共同募金・歳末たすけあい運動の強化促進
　④収益事業の強化検討
　⑤善意銀行事業の強化促進
　⑥各基金の増強

【３】地区福祉委員会活動事業
　①小地域ネットワーク活動の強化
　②地区福祉委員会活動の活性化
　③地区福祉委員（地域ボランティア）の養成
　④福祉協力校との連携
　⑤地区福祉活動研修会の開催
　⑥地区福祉委員長会の開催
　⑦小・中学生ボランティアの育成
　⑧発達の気になる親子のサロン（未就学児）の開催
　⑨福祉施設連絡会との連携
　⑩社協災害救援マニュアルに基づく連携

【４】ボランティアセンター事業
　①ボランティアセンターの機能強化
　②ボランティアの発掘育成及び需給調整
　③次世代ボランティアの育成
　④ＮＰＯ・市民活動団体との連携に向けたネットワー

ク化構築の検討
　⑤「ボランティアセンターだより」の発行（年４回　

全戸配布）
　⑥ボランティア講座及び研修会の開催
　⑦ボランティア活動に関する情報の収集及び啓発
　⑧ボランティア通信「すまいる」の発行（登録者・公

共施設へ）
　⑨ボランティアセンター　SNSの充実
　⑩ボランティア連絡協議会所属グループの支援
　⑪ボランティアセンター個人登録者の交流会の開催
　⑫福祉教育の理解の向上
　⑬災害ボランティア事前登録事業の強化
　⑭社協災害救援マニュアルに基づく連携

【５】日常生活自立支援事業（府社協受託事業）
　①関係機関との連携
　②ケース検討会議の開催
　③日常生活自立支援事業の啓発
　④日常生活自立支援事業の体制強化

【6】障害者相談支援事業（市受託事業）　　
　①せんなんピアセンターの機能強化
　②ピアカウンセリング（当事者による相談）の実施
　③障害者の地域生活に関するネットワークへの参画
　④障害者の地域生活支援に関する情報の収集及び

啓発

　⑤小学生・中学生への体験事業の推進
　　（点字器・車イス体験セット・アイマスク・擬似

体験セット）
　⑥関係機関との連携
　⑦障害者理解を推進するための啓発活動
　⑧障害支援区分認定調査の実施
　⑨障害者総合支援法に基づくサービス等利用計画

（ケアプラン）の作成

【7】地域福祉対策事業
　①ひとり暮らし高齢者給食サービス事業
　②ひとり暮らし高齢者おせち料理配食サービス事業
　③寝たきり高齢者見舞品事業
　④歳末見舞金事業
　⑤車イス貸出事業
　⑥当事者組織の活動支援
　⑦移送サービス事業（リフトカー）

【８】総合対策事業
　①居場所づくり事業（niccotにこっと）
　②フードドライブ事業
　③健康増進事業
　　（ウォーキング・ハイキング・グラウンドゴルフ）
　④ひとり親家庭レクリエーション事業
　⑤ひとり親家庭義務教育入学祝金事業

【９】生活福祉対策事業
　①大阪府生活福祉資金の貸付・償還・指導
　②貸付調査委員会の開催

【10】総合相談事業
　①心配ごと相談の実施
　　（毎週木曜日　午前９時から１２時）
　②社会保険労務士による年金相談の実施
　　（毎月第４月曜日　午後１時３０分から３時３０分）
　③相談事業の啓発

【11】啓発・宣伝事業
　①「社協せんなん」の発行（年４回　全戸配布）
　②社協活動の啓発・宣伝
　③社協ホームページ・SNSの充実
　　（Facebook・Twitter・Instagram含む）

【12】連絡・調整事業
　①各種団体との連携
　②他市社協との連絡調整
　③関係機関・施設との連携

【13】調査・企画事業
　①先進社協活動の調査・検討
　②新規事業の企画・立案

【14】福祉施設連絡会の運営
【15】引きこもり支援体制の検討
【16】社協災害救援マニュアルに基づく連携
【17】災害時支援体制システム構築への参画
【18】新規委託事業等に関する対応の検討
【19】現行事業の成果検討
【20】その他本会の目的達成に必要な事業

社会福祉協議会予算（単位：千円）

支出の部支出の部収入の部収入の部

介護福祉施設 　
特別養護老人ホーム

小規模多機能型居宅介護

1日体験お気軽に
ま
で

個別対応の無料相談会あります！
お気軽にご利用ください（要予約）

行政書士　社会保険労務士

りんくう法務事務所

TEL 072-458-1055
（受付時間　平日10時～17時）

〒598-0051 泉佐野市新町1丁目4-8

相続  遺言  贈与
会社設立  建設業許可
社会保険  労働保険

令和4年度 

令和4年度　社会福祉協議会　事業内容

（１）第４次地域福祉活動計画の実践
（２）小地域ネットワーク活動の強化推進
（３）ボランティアセンターの機能強化
（４）福祉施設連絡会の運営
（５）自主財源の強化と基金の増強
（６）社協災害援護マニュアルの見直し各種団体との連携

あなたの特技や知識を活かしませんか？

社会保険労務士による「年金相談」

　泉南市社会福祉協議会では、みんなの居場所づくり「niccot」や地域のサロ
ンなどで活躍していただける講師を募集します。
　仕事や趣味で培った経験・知識・技術を活かしませんか。
※niccotとは、年齢・性別関係なく、だれでもが集まれる場所です♪
　たくさんの方にご参加いただき、和気あいあいとしたくつろぎの場になるこ 
　とを目指しています。

4 月の総会をもって解散となりました。
会はなくなりますが、介護をされている方の中で、介護に伴う悩み等を誰かに聞いてもらいた
い方がおられましたら、相談できる機会は今後も設けます。
希望される方は、泉南市社会福祉協議会までご連絡下さい。

問合先　　泉南市社会福祉協議会　電話 472-1027　FAX 482-1618

　障がいのある方や高齢の方、夫を亡くした妻等、年金の手続き方法等、社会保
険労務士が相談に応じる「年金相談」をおこなっています。
　お困りの方やこんなときはどうすれば？と思っている方がございましたら、お
気軽にお問い合わせください。
　日　　時　　毎月第４月曜日　午後１時30分～3時30分
　場　　所　　あいぴあ泉南１階　相談室１
　＊相談は予約制です。予約は随時受け付けます。相談時間はお一人60分間です。
　　相談の際は年金加入歴・傷病歴がわかるもの等、必要書類をご用意して下さい。

　連絡先　せんなんピアセンター　TEＬ 482-0114　FAX  482-2117

収入
114,392

経常経費
　補助金収入
　　65,939

会費収入　2,554

事業収入　
2,643

寄附金収入　500

受託金収入　　
　28,331

積立資産取崩収入
1,300

負担金・
その他収入

982

繰越金
12,143 支出

114,392

法人運営事業
26,157

地区福祉委員会
活動推進事業

12,540

ボランティア活動事業
6,274

地区福祉委員会
活動推進事業

11,955

在宅福祉活動
推進事業　427善意銀行・基金運営・

共同募金配分金事
 　　　　　6,859

福祉サービス
利用援助事業

23,975

資金貸付
事業

3,094

予備費等
18,841

相談支援
事業
17,047

ボランティア活動事業
6,037

令和4年度
社会福祉協議会
《重点目標》

明日へつなぐ会　お知らせ

共同募金配分申請受付共同募金配分申請受付共同募金配分申請受付令和4年度

令和5年度 事業対象
　大阪府内でおこなう民間社会福祉事業、更生保護事
業、その他社会福祉を目的とする事業をおこなう法人・
団体に対する配分申請を受付けます。

大阪府共同募金会　
TEL 06－6762－8717 FAX 06－6762－8718
メール　ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp
（件名に「配分申請について」と明記して下さい）

（重点配分テーマ）
　重点配分テーマを『障がい児・者の福祉の増進』とし、障がい
児・者を支援する事業に対して積極的に助成する。
　また、全国共通テーマである「地域から孤立をなくそう」に関わ
る事業をはじめ、
コロナ禍により福祉課題も多様化している状況に鑑み、「つながり
をたやさない社会づくり」に重点を置き、新型コロナ感染防止策を
講じながら活動する方法などをポストコロナに向けた社会づくりへ
の支援といった先進的な事業も「重点助成テーマ」とします。

①令和4年5月2日（月）～5月20日（金）まで
 ＊詳しくは大阪府共同募金会ホームページ参照

対　象

問い合わせ

重点配分テーマ


